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１．会社概要    

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称    大三島果汁工業株式会社 

代表者名  代表取締役   淺野 源揚市 

所在地   愛媛県今治市大三島町浦戸１１０４番地 

創業    昭和２９年 

設立    昭和４７年 

環境管理責任者及び担当者  淺野 三佳 

連絡先    TEL 0897-83-0133 FAX 0897-83-1449 

資本金   ２５００万円 

従業員   ４６名 

事業内容  柑橘の搾汁及び果汁瓶詰・惣菜・冷凍食品の製造・販売          

工場敷地    １，６７０㎡ 

建築面積   １，２００ ㎡  
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付帯設備     ① ボイラー ２基 （３．００ｔ/h）          

      ② 急速冷凍庫  ３部屋(２４０㎡）  

      ③ 冷蔵庫     ２部屋（１１０㎡）  

      ④ 廃水処理設備（クボタ膜処理）  

            ⑤ 細菌検査設備    

     ⑥ 果汁びん詰め装置（９０ｍｌ～１０００ｍｌ）  

     ⑦ 果汁冷却装置    

     ⑧ 金属検出機、軟Ｘ線検査装置  

 

外部認証   ①有機 JAS加工認定工場        

                                           

      ②エコアクション 21 

      ③ＪＦＳ－Ｂ規格 
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２．私たちの仕事   

 柑橘の日本一の産地である瀬戸内海の中心で柑橘を中心とした農産物の加

工を行っています。 

          

                                                                                                   

 

                                                  

                                                  

                                                  

 

 

 

【 製造品目 】   

     １．柑橘果皮加工及び果汁搾汁    

     ２．成形野菜加工、惣菜加工    

     ３．瓶詰めジュース（レモン、ゆず、冬だいだい、みかん、ポン酢等） 

      ４．各種フルーツプレパレーション 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸内海 
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３．環境方針  

基本理念 

 私たちは『良い製品は良い原料から』を基本理念に、食卓を豊かにする食

品を作り続けます。瀬戸内に立地する私たちは、豊かな『瀬戸内の恵み』で

ある柑橘を加工して、より多くの方に『美しい島々で採れた農産品』を味わ

っていただき末永く育んでゆきます。そして国産の農産物をより多く加工す

ることで生産者である農家の方々とともに豊かな自然環境を守ってゆきます。

また、環境経営の継続的改善を誓約します。 

   

行動方針 

環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。 

１． 瀬戸内の柑橘を使った製品づくりを続けます。 

瀬戸内の農家の人たちが作った柑橘を加工し続け、農業の持続可能性に

貢献します。 

２．食材を余すことなく使い、商品としてお客様のもとに届けます。 

   ①歩留りを向上させ、食品廃棄物を削減します。 

 ②食品リサイクル率８０％以上を継続します。 

３．瀬戸内海の資源である水を大事に使います。 

  水使用量を削減します。 
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４. 化学物質を使用する場合は、その削減に努めます。 

５．昔ながらの環境を保全し、かつ柑橘の育成環境を守るため、事業に伴う

二酸化炭素の排出を削減します。 

６. 温暖化により品質が変化しつつある柑橘を守るため、CO₂を削減し環境

保全に貢献します。 

７. 環境に優しい地域に喜ばれる商品開発を検討します。 

  商品開発の際に環境と地域に対する配慮をします。 

８. 環境関連法規等を遵守します。 

 

                   2021 年 5 月 1 日  

                   大三島果汁工業株式会社 

                   代表取取締役社長 淺野 源揚市 
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４．実施体制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造に関する項目の実行 物流に関する項目の実行

＊瀬戸内柑橘の購入量増 ＊グリーン購入 ＊アイドリングストップ

＊材料ロスの減少 ＊文書の電子化 ＊タイヤ空気圧確認

＊製造工程の改善 ＊ガソリン使用量削減

＊適正在庫管理

＊回収事故管理

＊節水

＊節電

2022年9月1日付

大三島果汁工業株式会社

環境管理組織

製造部門 総務

総務に関する項目の実施

物流

環境管理責任者

環境の目標の計画・通達

目標結果の評価及び改善

エコアクション21　　実施体制

環境管理組織　（全組織、全活動を対象とする）

代表取締役社長

方針・指示
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５．環境目標と実績   

①目標とその結果 

注1. 目標数値に対して達成可否を〇・×で記載。 

注2. CO2 削減目標は原単位目標を対象期間毎に設置。 

注3. 二酸化炭素排出量を把握する際に用いた購入電力の排出係数（2021 年）は、 

日本テクノ 0.485 ㎏-CO2/kWh、中国電力 0.521 ㎏-CO2/kWh、大一ガス 0.502 ㎏-CO2/kWh。 

注4. 単位で使用した数値（/百万円）の分母は売上高としています。（2021 年度売上高 833 百万円） 

注5. 化学物質（PRTR 法該当物質）は未使用のため目標未設定。 

注6. 基準年（2020 年 5 月～2021 年 4 月）食品廃棄物排出量実績 749.0ｔ。目標再生利用率 80％以

上に対して、実績 94.9％。（再生利用量 710,9ｔ） 

注7. 実績年（2021 年 5 月～2022 年 4 月）食品廃棄物排出量実績 475.8ｔ。目標再生利用率 80％以

上に対して、実績 95.3％。（再生利用量 453.6ｔ） 

注8. 2022 年 9 月 30 日作成 

 

 

 

 

 

実績

（基準年）

2021年

実績

20年5月

～

21年4月

21年5月

～

22年4月

食品廃棄物量

の削減
㎏/百万円 857 1％削減 848 571 〇 1％削減

⑤環境に優しい地域に喜ばれる商品開

発を検討します。
件数

評価 2022年目標

1％削減

0 1件/年 ― 0 × 1件/年

249.6 247.1L/百万円

kwh 1,116,139 1％削減 1,104,978 1,013,084 〇 1％削減

1,171,928 1％削減 1,160,208 1,064,428 〇

1％削減 216,044 207,228 〇

ｍ3/百万円 0.4 1％削減 0.396 0.4 × 1％削減

1％削減 28.6 33.7 　× 1％削減③水を大事

に使いま

す。

上水

地下水

ｍ3/百万円 31.8

④CO2を減

らそう。

（無駄なエ

ネルギーを

減らそう）

CO2

購入電力

㎏－CO2 —

248.7 ×

化石燃料

使用総量

L
218,227

1％削減

1％削減

80 95.3 〇 ―

②食品を余す

ことなく使

い、商品とし

てお客様のも

とに届けま

す。

再生利用等の

実施率
％ 94.9 ―

728 〇 1％増加

項目 単位 2021年目標

①瀬戸内の柑橘を使った

製品づくり
㎏/百万円 624.3 1％増加 630.5
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６．環境活動計画、取組結果及び評価・今後の取組内容   

項目 環境活動計画（Plan） 
取組結果及び評価・今後(次年度)の

取組内容（Do,  Check、Action） 

① 瀬戸内の柑橘を

使った製品づく

り 

 瀬戸内産の柑橘の購入量を増やしま

す。 

 

 

 瀬戸内の農家との連絡を密にして早期

に柑橘の発注を行います。 

 柑橘の購入量が増加いたしま

した。次年度以降も購入量増加

の取り組みを継続いたします。 

 

 農協を通じて農地の情報を収

集しました。次年度も継続しま

す。 

②食材を余すこと 

 なく使い、商品と 

 してお客様のもと 

 に届けます 

 産業廃棄物業者への訪問し、処理工程

を確認します。 

 

 食品残渣の肥料へのリサイクル化を継

続します。 

 

 

 

 

 

 長期保管できる材料を早期に処理し、

保管によるロスを減らします。 

 

 

 

 

 作業中に発生する材料のロスを減らし

ます。 

 

 ロスの出ない製品工程の改善を行いま

す。 

 

 少量生産品の見直しを行い、ロットを

まとめた製造でロスを減らします。 

 品質劣化等による不良在庫を減らす為

に、在庫数量の適正化等在庫管理を徹

底します。 

 

 回収事故がおきないように品質管理を

行います。 

 産廃業者４社を現地訪問し工

程を確認いたしました。 

 新規業者によりリサイクル率

を向上させました。 

 

 

 

 

 

 

 生鮮原料の加工時期を早める

ことにより、歩留りを向上させ

残渣発生率を低下させました。 

 作業工程を見直し次年度 51 期

の食品廃棄物量を１％減少さ

せます。 

 生産計画を見直し次年度 52 期

の食品廃棄物量を１％減少さ

せます。 

 在庫確認を行いました。 

次年度 52 期も継続します。 

 柑橘の入荷量や加工時期に食

品廃棄物量は非常に影響を受

けやすいが、原単位目標達成の

ため活動を継続します。 

 回収事故ゼロ件。 

次年度 52 期も継続します。 

 

 

③水を大事に 

 使います。 

 節水を呼びかけます。 

 

 

 クーリングタワーを空冷式へ変更する 

 製品構成によって変化はある

が、次年度 52 期も呼びかけを

継続します。 

 継続して設置を検討します。 
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2021 年 5 月 1 日付計画作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ＣＯ2 を減らそう。 

（無駄なエネルギー 

 を減らそう） 

 高性能ボイラの導入をしました 

 使わない電灯は消すよう呼びかけま

す。 

 エコドライブ等運転方法の配慮（急発

進・急加速や空ぶかしの排除、駐停車

中のエンジン停止等）します 

 

 タイヤの空気圧を定期的に確認し、適

正値（メーカー指定の空気圧）を保つ

ように努めます 

 ブラインドやカーテンの利用により、

熱の出入りを調節します。 

 社内 LAN、データベースの利用による

文書の電子化に取り組む。 

 

 次年度 52 期も呼びかけを継続

します。 

 次年度 52 期もエコドライブ運

転方法を継続します。 

  

 

 次年度 52 期も定期確認を継続

します。 

 

 次年度 52 期も継続します。 

 

 データ共有化を行っています。

次年度 52 期以降文書電子化に

取り組みます。 

⑤環境に優しい地域 

 に喜ばれる商品の 

 開発を検討しま 

 す。 

 環境負荷の少ない包材を検討します。 

 

 地産地消につながる商品を検討しま

す。 

 次年度 52 期の新商品開発検討

の際の項目として考慮します。 

 地域性のある新商品を次年度

52 期に開発を検討します。 
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７．環境関連法規等の遵守評価の結果並びに違反、訴訟等の有無  

環境関連法規等 要求事項 遵守状況 評価 

廃掃法  

 保管基準（表示・分別） 

 収集運搬・処理業者との契約 

 許可証の写し・保管 

 マニフェストの交付 

 産業廃棄物管理票交付等状況報

告書の提出 

 マニュフェスト保管５年間（A票、

B2 票、D 票、E 票） 

 食品廃棄物等多量発生事業者

（100t/年以上）定期報告書提出 

 適切 

 契約書保管 

 最新版許可証写しを保管 

 適正に処理 

 2022 年 5 月 16 日提出済 

（6/15 受理） 

 過去５年分保管 

 2022 年 6 月 8 日提出 

（6/17 受理）  

○ 

大気汚染防止法 

 小型還流ボイラ 1 号機・２号機 

ばい煙測定 1 回/年     

（ばいじん・SOx・NOx） 

 2022 年 3 月、10 月実施  〇 

消防法 

 危険物保管の指定数量 1 以上（A

重油）の届出 

 屋内貯蔵所の位置・構造・設備基

準の順守 

 2022 年 10 月実施 

 

 設備に変更なし、保管状況異

常なし 

○ 

食品リサイクル法 
 食品循環資源の再生利用等  

当該年度の基準実施率 80%以上          
 再生利用等の実施率 95% ○ 

フロン排出抑制法 

 第一種特定製品の点検（簡易点検

1 回/3 ヵ月、記録の保存） 

 第一種特定製品の点検（有資格者

による定期点検 1 回/1 年、記録

の保存） 

 簡易点検記録       保存 

 

 定期点検実施    済 

  

○ 

容器包装 

リサイクル法 

 包装容器、廃棄物の分別収集及び

分別基準品の再商品化を促進す

る。 

 再商品化委託契約書申込書の提

出 

・ 商品へのリサイクルマークの 

  表示 

 

・ 2022 年 1 月提出済 

  

○ 

水質汚濁防止法 
 排水基準の遵守（50m³/日以下） 

 事故時の応急措置・届出 

 44.4m³/以下 

 事故なし 
○ 

毒物及び劇物取締法 

 劇物の施錠保管、置場の掲示 

 

 使用量重量管理、定期点検 

 専用保管庫での施錠保管 

掲示あり 

 記録あり 

○ 

注 1. 2022 年 11 月 30 日最新版確認 

注 2.最新版の確認毎年 4 月、法規遵守確認毎年 5 月～7 月に環境管理責任者が行います。 

注 3.食品リサイクル法のリサイクル率は、８０%以上を達成しております。 

注 4.その他環境関係法規においては、過去３年間中違反のないことを確認しました。関係機関など

により違反の指摘などもありません。 
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８．代表者による全体評価と見直し・指示  

エコアクション２１での環境マネジメント活動を２０１８年５月から始めて 4 年となり、

CO2 排出量の削減をはじめ達成できた目標がある反面、未達となったものもありました。 

瀬戸内産の柑橘を使用した製品づくりを目標については、新型コロナウィルス蔓延の影

響を受けながらも家庭用製品が伸長し、瀬戸内の柑橘使用量は増加しました。引き続き目

標を定め、より良い製品を作ることを心がけます。 

柑橘加工品の処理の時期を早めることによって歩留りが向上し、利用率も向上しました。

そのことにより廃棄量を削減することができました。 

水の使用量は製品に使用する水の量が増加し全体使用量が増加しました。節水を心がけ、

水道使用量の削減に努めるよう指示しました。また、漏水時は菅設備商会（0897-72-0163）

へ連絡することを周知しました。 

ＣＯ2 排出量は使用電力削減によって達成となりました。化石燃料使用量は増加しまし

たが、使用量を 10％削減できる高性能ボイラを 2022 年 3 月に 1 台更新しました。10 月に

は残りのボイラも高性能ボイラに入れ替えをし、燃料使用量を削減します。 

新型コロナウィルス感染拡大により事業に与えられた影響によって一部の環境活動は自

粛を余儀なくされ未達成の目標が数多くありました。また、本年度の商品開発は延期とな

りました。 

次年度の方針、取組項目、体制等に対する変更はありません。会社全体で節電、節水な

ど省エネ活動取り組み、環境目標の達成に向けて邁進いたします。 

 

 

 

2022 年 11 月 30 日  

                           大三島果汁工業株式会社 

                            代表取取締役社長 淺野 源揚市 


